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業績予想の修正に関するお知らせ  

最近の業績動向を踏まえ、平成23年４月13日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知
らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 83,130 4,950 5,250 2,790 104.14

今回修正予想(B) 85,390 6,890 7,230 4,310 160.88

増減額(B-A) 2,260 1,940 1,980 1,520

増減率(%) 2.7 39.2 37.7 54.5

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成23年2月期第2四半期）

82,161 5,493 5,656 3,325 119.76

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 172,860 13,550 14,020 7,950 296.76

今回修正予想(B) 175,120 15,490 16,000 9,470 353.49

増減額(B-A) 2,260 1,940 1,980 1,520

増減率(%) 1.3 14.3 14.1 19.1

（ご参考）前期実績 
（平成23年2月期）

169,748 13,900 14,229 7,859 285.86

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 70,880 ― 4,580 2,330 86.97

今回修正予想(B) 72,830 5,830 6,190 3,560 132.89

増減額(B-A) 1,950 ― 1,610 1,230

増減率(%) 2.8 ― 35.2 52.8

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成23年2月期第2四半期）

71,306 4,776 5,146 3,000 108.07

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 146,040 ― 11,660 6,410 239.27

今回修正予想(B) 147,990 12,810 13,270 7,640 285.18

増減額(B-A) 1,950 ― 1,610 1,230

増減率(%) 1.3 ― 13.8 19.2

（ご参考）前期実績 
（平成23年2月期）

145,832 11,633 12,086 6,134 223.11



（注）前回発表予想時に省略しました営業利益につきましては、継続的な開示内容による投資者への適切な情報提供の観
点から今回の修正予想にて開示いたします。 
なお、前回発表予想の数値に該当する営業利益の数値は以下のとおりであります。 
平成24年２月期第２四半期（累計） 
営業利益4,230百万円 今回の修正予想での増減額1,600百万円 増減率37.8％ 
平成24年２月期 通期 
営業利益11,210百万円 今回の修正予想での増減額1,600百万円 増減率14.3％ 

修正の理由 

東日本大震災後の営業状況について、想定していた消費への影響与件が限定的であり、生活雑貨のファブリックスや 
インターネット販売の売上好調による国内の営業収益の伸長と海外での業績が好調に推移いたしました。 
また、国内では衣服・雑貨を中心とする値下げ販売の縮小により売上総利益率は大きく改善し、販売管理費の 
コントロールも実施したことで利益は大きく伸長いたしました。 
これらにより第２四半期（累計）および通期の連結業績予想ならびに個別業績予想を修正いたしました。 
なお、第３四半期以降については不安定な消費環境が継続すると考えられることから、当初計画の数値を据え置きとし、 
期末数値を修正しております。 
（注）上記、業績予想については、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいて 
おり、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

以 上


